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目的： 

妊婦の体重増加量の基準は母子手帳にも示されています。しかし、双子を妊娠している双胎妊婦の体重増加の基準は日本には

ありません。本研究は、双胎妊婦の妊娠中の最適な体重増加量を決めるプロセスとして、周産期の結果が良好であった日本人

双胎妊婦の妊娠中の体重増加量を妊娠時期別に記述することを目的としました。 

 

 

方法： 

児の出生体重、分娩週数、母体合併症の観点から、周産期の結果が良好であった双胎妊婦 321 名を選択しました。各妊婦にお

いて体重増加量の回帰曲線から、妊娠 13、26、36 週の体重増加量を推定しました。各時期の体重増加量の推定値を母体の体

格（BMI：body mass index）別に報告し、本邦の診療ガイドラインに引用されている米国 Institute of Medicine: IOM による推奨値と

比較しました。 

 

結果： 

妊娠 13、26、36 週の推定体重増加は、標準 BMI の女性で 1.08 kg (四分位範囲:－0.57–2.38)、8.22 kg (5.78–9.84)、13.10 kg 

(10.18–16.15)、BMI が低体重の女性で 1.87 kg (0.05–2.78)、9.40 kg (7.68–11.44)、14.57 kg (12.47–18.08)、BMI が肥満の女性で

0.52 kg (−1.27–1.59)、4.10 kg (2.35–7.01)、8.58 kg (5.05–11.52)でした。いずれも IOM 基準を下回っていました。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

妊娠各時期の推定体重増加量はいずれも米国 IOM の推奨値よりも低い結果でした。IOM の基準は、小柄で痩せ型の日本人女

性にとって過剰である可能性があり、これを日本人双胎妊婦の指標として用いることは不適切であるようでした。 

これまで日本人双胎妊婦に関する多施設のデータから妊娠時期別の体重増加量を示した研究がほとんどなかったため、本結果

は双胎妊婦の妊娠各時期の体重増加量を評価する際の有用な指標になると考えます。しかし、本研究で示した範囲の体重増加

量にある妊婦では、実際に有害事象の発生リスクが低いのか今後検証が必要です。また、妊娠中の体重の測定回数を増やして

推定の精度をさらに高めることが望まれます。 

 

結論： 

周産期の結果が良好であった標準 BMI の日本人双胎妊婦では妊娠 36 週時点で約 13 kg の体重増加がありました。妊娠各時

期の体重増加量は、IOM による推奨値よりも低く、IOM の推奨値を元にした体重増加は日本人双胎妊婦には過剰である可能性

があると考えられました。 

 


